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伊
藤
博
文
公
の
戲
詩 

  
平
成
二
十
五
年
、
歳
は
癸
已
に
在
り
、
七
夕
の
候
、
新
喜
楽
大
廣
間
に
て
、
伴
氏
松
屋
京

橋
移
轉
を
祝
し
て
、
詩
書
の
會
催
さ
る
。 

 

新
喜
樂
と
言
へ
ば
、
通
常
は
近
づ
き
難
き
高
級
料
亭
な
り
。
余 

官
に
あ
り
し
時
、
要
人
に

倍
席
せ
し
記
憶
は
あ
れ
ど
も
、
一
階
大
廣
間
に
導
か
れ
し
記
憶
無
し
。 

 

庭
の
一
角
に
大
な
る
石
碑
あ
り
。
讀
ま
ん
と
す
れ
ど
も
、
時
既
に
黄
昏
な
り
。
た
ち
ま
ち
に

家
女
照
明
を
點
燈
し
て
余
に
示
せ
ば
、
こ
れ
な
ん
伊
藤
博
文
公
の
書
な
り
。 

  

添
へ
書
き
に
曰
く
。 

 

喜
楽 

老
女
將 

韓
城
に
來
る
。
勇
氣 

滿
城
を
壓
す
。
將
に
去
ら
ん
と
し
て
、
書
を
求
む
。

筆
を
援
り
て 

漫
然
と
し
て
こ
れ
を
送
る
、
明
治
三
十
九
年､

京
城
に
て
、
と
あ
り
。 

  

明
治
三
十
九
年
と
言
へ
ば
、
初
め
て
朝
鮮
統
監
府
設
置
さ
れ
、
伊
藤
博
文
、
初
代
統
監
と

し
て
赴
任
せ
し
年
な
り
。
伊
藤
は
そ
の
三
年
後
ハ
ル
ビ
ン
に
て
安
重
根
に
暗
殺
さ
る
。 

  

詩
は
、 

 

 

聞
説
阪
東
女
將
軍 

聞
く
な
ら
く
、
阪
東
の
女
將
軍 

 

剛
腰
踏
破
三
韓
雲 

剛
腰
に
て
、
三
韓
の
雲
を
踏
破
し 

 

滔
々
雄
辯
驚
人
去 

滔
々
た
る
雄
辯 

人
を
驚
か
し
て
去
る 

 

又
帶
微
醺
翻
舞
裙 

又 

微
醺

び

く

ん

を
帶
び
て
、
舞
裙

ぶ

く

ん

を
翻
す
と
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

口
語
に
譯
せ
ば
、
「
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
東
京
の
新
喜
樂
の
女
將
が
、
大
き
な
腰
を
振
り
た

て
、
朝
鮮
半
島
を
踏
破
し
、
し
ゃ
べ
り
ま
く
っ
て
、
人
々
を
驚
倒
さ
せ
て
去
っ
て
行
っ
た
由
。
ま
た
、

ち
ょ
っ
と
ば
か
り
御
酒
を
飲
ん
で
、
踊
り
を
を
ど
っ
た
由
」
な
ら
ん
。 

  

雅
号
は
、
南
山
老
衲

ら
う
な
ふ

と
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
伊
藤
公
の
雅
號
と
言
ふ
よ
り
も
、
單
に
ソ
ウ
ル

の
南
山
に
住
む
老
人
の
意
な
ら
ん
。
南
山
は
當
時
日
本
の
要
人
の
住
み
し
地
域
な
り
。
老
衲

は
本
來
は
老
僧
の
意
に
し
て
、
既
に
老
い
て
解
脱
し
、
か
か
る
華
柳
の
巷
よ
り
來
り
し
者
と
は

無
縁
な
る
ぞ
、
と
の
諧
謔
を
歌
ひ
し
も
の
か
？ 

  

如
何
に
も
明
治
の
英
雄
ら
し
き
、
豪
放
磊
落
に
し
て
諧
謔
に
溢
れ
た
る
詩
な
り
。 

 

 

平
成
二
十
五
年
夏 
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崎
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